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●
熊
谷
市
役
所


☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー


☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー


☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

会
議
運
営
規
程

　
　
会
議
は
原
則
と
し
て
公
開
と

　
し
、
公
平
で
公
正
な
協
議
の
推

　
進
に
努
め
る
と
い
う
基
本
方
針

　
な
ど
を
定
め
た
規
程
が
承
認
さ

　
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
事
業
計
画

　
　
協
議
会
の
開
催
や
新
市
基
本
計

　
画
の
作
成
、例
規
整
備
等
の
６
つ

　
の
事
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
歳
入
歳
出
予
算

　
　
総
額
５
０
０
万
１，
０
０
０
円

　
と
し
、
両
市
町
が
等
分
に
負
担

　
し
、
協
議
会
の
運
営
や
例
規
整

　
備
業
務
委
託
等
に
支
出
す
る
こ

　
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
お
よ
び
機
構
の
取
扱
い

　
　
江
南
町
の
庁
舎
は
、大
里
お
よ

　
び
妻
沼
の
行
政
セ
ン
タ
ー
と
同

　
様
の
地
方
自
治
法
上
の
支
所
と

　
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い

　
　
熊
谷
市
の
加
入
状
況
に
あ
わ

　
せ
た
取
扱
い
と
す
る
こ
と
が
承

　
認
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
料
、
手
数
料
の
取
扱
い

　
　
使
用
料
に
つ
い
て
は
原
則
と

　
し
て
現
行
の
と
お
り
と
し
、手
数

　
料
は
熊
谷
市
の
例
に
よ
り
調
整

　
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
基
本
計
画

　
　
原
案
に
よ
り
県
と
協
議
を
進
め

　
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
会
議
　
６
月
１
日
︵
木
︶

　
　
　
　
　
　
10
時
か
ら

第
３
回
会
議
　
７
月
４
日
︵
火
︶

　
　
　
　
　
　
10
時
か
ら

第
４
回
会
議
　
７
月
13
日
︵
木
︶

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　
商
工
会
館


大
ホ
ー
ル

　
会
議
は
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
会
議
結
果
は
、

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
熊
谷
市
・
江
南
町
合
併
協
議
会

　
事
務
局
　
☎
内
線
５
２
８

財
産
の
取
扱
い

　
　
江
南
町
の
所
有
す
る
財
産
お
よ

　
び
債
務
は
、す
べ
て
熊
谷
市
に
引
き

　
継
ぐ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
税
の
取
扱
い

　
　
熊
谷
市
と
江
南
町
で
差
異
の

　
あ
る
地
方
税
に
つ
い
て
、
法
人

　
市
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率

　
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
熊
谷
市

　
の
例
に
よ
る
こ
と
、
都
市
計
画

　
税
の
税
率
は
０.

３
％
と
し
て
江

　
南
町
の
区
域
に
限
り
平
成
20
年

　
度
０.

１
％
、平
成
21
年
度
は
０.

２

　
％
の
経
過
措
置
を
講
じ
る
こ
と

　
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

　
　
江
南
町
の
職
員
は
、
す
べ
て

　
熊
谷
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継

　
ぐ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
審
議
会
の
設
置

　
　
合
併
前
の
江
南
町
の
区
域
に
地

　
域
審
議
会
を
置
く
こ
と
と
し
、設

　
置
の
期
限
は
、熊
谷
、大
里
お
よ
び

　
妻
沼
の
地
域
審
議
会
と
同
一
と

　
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

　
　
江
南
町
の
特
別
職
は
合
併
の

　
日
の
前
日
を
も
っ
て
失
職
す
る

　
こ
と
と
な
り
ま
す
。

条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い

　
　
熊
谷
市
の
条
例
、規
則
等
を
適

　
用
す
る
こ
と
と
し
、各
種
事
務
事

　
業
の
調
整
を
踏
ま
え
て
整
備
す

熊
谷
市･

江
南
町
合
併
協
議
会

第
１
回
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
５
月
２
日
、
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル
で
熊
谷
市
・
江
南
町
合
併

協
議
会
第
１
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、
協
議
会
運
営
に
必
要
な
規

約
や
各
種
規
程
、
合
併
協
定
項
目
と
そ
の
調
整
方
針
お
よ
び
合

併
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
報
告
、
了
承
さ
れ
、
合
併
に
関
す
る
基
本

４
項
目
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
協
議
事
項

合
併
基
本
4
項
目

今
後
の
予
定

●
合
併
の
方
式
　
編
入
合
併

●
合
併
の
期
日

　
平
成
19
年
２
月
13
日︵
火
︶

●
新
市
の
名
称
　
熊
谷
市

●
新
市
の
事
務
所
の
位
置

　
　
現
在
の
熊
谷
市
役
所
と
し
、

　
江
南
町
の
庁
舎
は
、
住
民
生

　
活
に
密
着
し
た
業
務
を
担
う

　
事
務
所
と
す
る
。
　

江南町役場

熊谷市

江南町

あいさつをする富岡市長

ちょうちん
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※太鼓等初めての方は、練習初日（７月４日）から参加してください。

●練習日　７月４日（火）～２５日（火）の

　　　　　毎週火曜日（全４回）19時～21時
※練り込み踊りは、７月１８日（火）・２５日（火）のみ

●最終リハーサル　７月３０日（日）15時～17時　

●ところ　妻沼東中学校体育館

●申し込み　当日練習会場にて

◆めぬま祭り実行委員会（神山）　☎５８８-６４２１

第15回 めぬま祭り第15回 めぬま祭り
こ まいわら し

妻沼聖天山● ●妻沼小

●妻沼中央公民館●妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

妻沼羽生線

利根川

太
田
熊
谷
線

バイパス

めぬま祭り会場

●
道
の
駅
め
ぬ
ま
17

407

●と　き　8月5日（土）14時～21時
●ところ　妻沼商店街本通り（県道太田熊谷線）
　　　　　※13時30分より歩行者天国
●内　容　鉾の引き回し、練り込み囃子　ほか

めぬま祭りのフィナーレを飾る

荻
野
吟
子
記
念
館
を
紹
介
し
ま
す

　
本
市
俵
瀬
出
身
で
、
日
本
公
許
登
録
女
医
第
１
号
と
な
っ

た
荻
野
吟
子
女
史
の
記
念
館
が
、
５
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
栄
光
と
波
乱
に
満
ち
た
吟
子
女
史
の
生
涯
に
、
ぜ

ひ
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

吟子女史の生家の長屋門を模して作られた
記念館の外観

鹿鳴館スタイルの衣装をはじめ、吟子女史ゆかりの品々が
数多く陳列された展示室

木のぬくもり漂う休憩室。観覧後はここで、
ひと休みすることもできます。

吟子女史の胸像

●記念館配置図

展示室

ポーチ

玄関
ホール

休憩室

◆
教
育
委
員
会


妻
沼
事
務
所

　
　
　
　



☎
５
８
８-

１
３
２
７

所
在
地
　
俵
瀬
５
８
１-

１

　
荻
野
吟
子
生
誕
之
地
史
跡
公
園
内

開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時

休
館
日
　
月
曜
日
︵
祝
日
の
場
合

　
は
、
翌
平
日
に
休
館
︶、
年
末
・

　
年
始
、
展
示
品
整
理
期
間
中

入
館
料
　
無
料

交
通
案
内
　
バ
ス
‥
Ｊ
Ｒ
熊
谷
駅

　
〜
　
和
田
行
き
終
点﹁
　
和
田
﹂

　
下
車
、
徒
歩
10
分

ばや   し

ほこ

　保育園・幼稚園児などによる鉾の引き回しのオープニ
ングパレードから始まり、練り込み囃子・踊りによる盛
大なクライマックスを迎えます。真夏の一日に、どうぞ
この熱さに酔いしれてください。

練り込み囃子練り込み囃子練り込み囃子

練り込み囃子・練り込み踊り・鼓前童衆

ご


利


用


案


内

ご


利


用


案


内

バス停


募集の種類

練り込み囃子

練り込み踊り

鼓前童衆

　対　　　象

小学３年生以上

一般市民

小学２年生以下

定員

なし

なし

40人

　　
内　　　容

笛や太鼓を奏でながら
会場を踊り歩く
練り込み囃子のリズム
に合わせて踊る

提灯を片手に全体を先導する

ろくめいかん

参加者募集



※厚生年金、私立学校教職員共済、日本郵政
　公社共済、文部科学省共済（大学等支部の
　み）等の加入者

  市報くまがや  平成18年（2006）6 月  8

●熊谷市役所

☎048-524-1111

０人


１人


２人


３人


４人


５人


460万円


498万円


536万円


574万円


612万円


650万円


532万円


570万円


608万円


646万円


684万円


722万円


国民年金加入
者等（※以外）

厚生年金等の
加入者（※）

扶養親族
等の人数 児

童
手
当
が
小
学
校
修
了
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ

                        

所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た

年
齢
拡
大
　
小
学
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
児
童
が
新
た
に
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

所
得
制
限
額
　
左
記
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
来

の
所
得
額
か
ら
最
低
で
も
８
万
円

の
控
除
が
あ
り
ま
す
︵
控
除
後
の

金
額
で
表
に
当
て
は
め
ま
す
︶
。ま

た
、
給
与
所
得
者
が
源
泉
徴
収
票

で
所
得
額
を
確
認
す
る
場
合
、﹁
支

払
金
額
﹂
で
は
な
く
﹁
給
与
所
得

控
除
後
の
金
額
﹂
が
所
得
に
該
当

し
ま
す
。

申
請
手
続
　
平
成
18
年
３
月
31
日

現
在
で
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
新
た

に


申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
児
童

・
平
成
18
年
４
月
に
小
学
５
年
生

　
ま
た
は
６
年
生
に
な
っ
た
児
童


・
平
成
18
年
４
月
に
小
学
４
年
生

　
に
な
っ
た
児
童
で
現
在
受
給
し

　
て
い
な
い
方

・
保
護
者
の
所
得
制
限
に
よ
り
現

　
在
受
給
し
て
い
な
い
児
童
︵
０

　
歳
児
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
︶

　
な
お
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま

で
熊
谷
市
で
支
給
対
象
と
な
っ
て

い
て
、
こ
の
４
月
に
小
学
４
年
生


と
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
支

給
が
自
動
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん︵
た

だ
し
、
６
月
の
現
況
届
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
必
要
で
す
︶
。


申
請
期
限
　
平
成
18
年
９
月
30
日

ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、
原
則

と
し
て
平
成
18
年
４
月
分
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
申

請
が
10
月
以
降
に
な
っ
た
場
合

は
、
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
。
郵
送
申
請
も
で
き
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
申
請
者

名
義
の
普
通
預
金
口
座
の
番
号
等

が
わ
か
る
も
の︵
郵
便
局
を
除
く
︶。

②
申
請
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ

ー
ま
た
は
年
金
加
入
証
明︵
厚
生
年

金
等
の
加
入
者
の
み
︶
③
印
鑑
︵
代

理
申
請
の
場
合
︶
④
所
得
証
明
書

︵
原
則
と
し
て
転
入
者
の
み
︶
な
ど

手
続
書
類
の
郵
送
　
申
請
が
必
要

と
な
り
そ
う
な
方
に
は
、
申
請
書

や
手
続
方
法
を
説
明
し
た
案
内
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
案
内
が
届
か

な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
務
員
の
場
合
　
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、独
立
行

政
法
人
や
国
立
大
学
法
人
に
お
勤

め


の
方
は
市
役
所
へ
の
申
請
で
す
。

手
当
額
　
月
額
で
、
第
１
子
・
第

２
子
は
各
５，
０
０
０
円
、
第
３
子

以
降
は
各
１
０，
０
０
０
円
で
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

支
払
時
期
　
２
月
、
６
月
、
10
月

の
原
則
15
日
に
、
そ
の
前
月
分
ま

で
を
支
給
し
ま
す
。

そ
の
他
　
出
生
・
転
入
等
の
場
合

は
、
出
生
・
転
入
等
の
日
か
ら
15

日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

15
日
を
過
ぎ
て
も
申
請
で
き
ま
す

が
、
受
給
で
き
な
い
月
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
☎
内
線
２
９
２

　
本
年
６
月
１
日
現
在
に
お
け
る

受
給
者
・
児
童
の
状
況
等
を
把
握

す
る
た
め
、
現
況
届
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
届
出
用
紙
は
６
月

初
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
届
出

が
な
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
継
続
し
て

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
等
　
６
月
30
日
︵
金
︶ま

　
で
︵
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
た
だ

　
し
６
月
17
日
︵
土
︶・
24
日
︵
土
︶

　
は
受
付
を
行
い
ま
す
。︶

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

受
付
場
所

・
こ
ど
も
課
︵
市
役
所
２
階
︶

・
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー


福
祉
課

・
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー


福
祉
課

臨
時
受
付
場
所

※
土
曜
日
と
各
出
張
所
の
臨
時
受

　
付
で
は
、
今
年
度
の
現
況
届
の

　
提
出
以
外
の
児
童
手
当
に
関
す

　
る
手
続
き
は
行
え
ま
せ
ん
。

添
付
書
類
　
健
康
保
険
証
の
コ
ピ

　
ー
や
所
得
証
明
書
が
必
要
な
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
郵

　
送
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

郵
送
提
出
　
郵
送
に
よ
る
提
出
も

　
で
き
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封

　
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︵
切
手

　
を
お
貼
り
く
だ
さ
い
︶
。

制
度
改
正
　
小
学
５
・
６
年
生
を

　
養
育
す
る
受
給
者
の
方
は
、
手

　
当
額
を
増
額
す
る
た
め
、
現
況

　
届
の
ほ
か
に
﹁
額
改
定
認
定
請

　
求
書
﹂
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

　
現
況
届
と
一
緒
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

◆
こ
ど
も
課
　
☎
内
線
２
９
２

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

　
　
　
　
　
　
　
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

と
こ
ろ
・
受
付
時
間

市
役
所
１
階


ホ
ー
ル

９
時
〜
11
時
30
分


13
時
30
分
〜
15
時

三
尻
公
民
館

９
時
〜
11
時
45
分


13
時
15
分
〜
15
時

中
条
・
奈
良
・
別
府
・
三

尻
・
吉
岡
・
星
宮
・
久
下

・
佐
谷
田
・
玉
井
・
大
麻

生
の
各
出
張
所

８
時
30
分
〜

　
　
　
　
17
時
15
分

　
と
　
　
き

６
月
13
日︵
火
︶


　
　
14
日︵
水
︶


　
　
15
日︵
木
︶


　
　
16
日︵
金
︶


　
　
22
日︵
木
︶

６
月
１
日︵
木
︶

　
〜
30
日︵
金
︶

︵
土
・
日
曜
日
を

除
く
。︶


は
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５月１日に平成１７年度合併後における財政事情を公表しましたので、あらましをお知らせします。
※出納整理期間（平成１８年４月１日から５月３１日まで）の歳入・歳出は含まれません。   ◆財政課　☎内線240

一般会計　歳入歳出予算の執行状況

特別会計　歳入歳出予算の執行状況

合併後の財政事情を公表します 平成17年度の財政状況

　歳出区分

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

　合　 計

予算現額（千円）


295,212


5,678,720


7,603,272


2,574,546


55,099


676,462


541,318


4,307,143


1,077,212


3,227,181


3,083,032


70,435


29,189,632


支出済額（千円）

264,358

3,842,182

6,891,470

2,266,282

49,412


556,775


164,931


2,779,275


1,062,725


2,636,542


3,077,527


0


23,591,479

執行率（％）

89.5　

67.7　

90.6　

88.0　

89.7　

82.3　

30.5　

64.5　

98.7　

81.7　

99.8　

0.0　

80.8　

　歳　入　区　分

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金および負担金

使用料および手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

諸収入

市債

　　合　　　計

予算現額（千円）

12,261,808


872,172


53,000


13,300


12,483


643,386


25,500


415,300


1


1,398,564


22,100


447,352


439,616


2,736,775


1,504,969


49,640


16,837


503,983


4,186,646


3,586,200


29,189,632


収入済額（千円）

11,580,060


949,028


48,127


39,744


93,170


793,712


23,667


464,887


0


1,684,060


16,871


397,060


383,673


2,210,656


1,118,204


35,780


18,098


441,679


3,671,441


2,766,900


26,736,817


執行率（％）

94.4　

108.8　

90.8　

298.8　

746.4　

123.4　

92.8　

111.9　

0.0　

120.4　

76.3　

88.8　

87.3　

80.8　

74.3　

72.1　

107.5　

87.6　

87.7　

77.2　

91.6　

　　　　会　計　区　分

国民健康保険

市営競輪

下水道

交通災害共済

公共用地先行取得

駐車場事業

老人保健

熊谷都市計画事業土地区画整理事業

農業集落排水事業

　　　　　合　　　計

予算現額(千円）

8,832,171


68,558


2,718,371


27,140


28,858


171,116


7,772,327


695,838


276,031


20,590,410


収入済額(千円）

7,958,943


60,521


1,717,844


33,216

28,857


116,063


6,779,000


469,890


127,977


17,292,311

支出済額(千円）

7,582,741


60,494


2,176,655


20,438


28,857


161,555


6,528,560


479,972


137,962


17,177,234

執行率（％）

90.1

88.3



63.2


122.4


100.0


67.8


87.2


67.5


46.4


84.0

執行率（％）

85.9


88.2


80.1


75.3


100.0


94.4

84.0


69.0


50.0


83.4

違法駐車取り締まり制度が変わります違法駐車取り締まり制度が変わります●●● ●●●

　６月１日から、駐車違反の取り締まりが民間委託され、「駐車監視員」
がその任務にあたります。
　「駐車監視員」は、警察署長の委託を受けた法人に所属し、地域を巡
回し、放置車両の確認や確認
標章の取り付けなどを行いま
す（反則告知したり、金銭を
徴収したりすることはありま
せん）。
　右記に定める場所・時間帯
を重点に活動します。
◆市 安心安全課　☎内線285
◆熊谷警察署　☎526-0110

熊谷警察署・駐車監視員活動の概要

●駐車監視員活動地域
　最重点地域・重点時間帯
　・熊谷駅北口周辺　５時～２２時
　・駅西商店街周辺　５時～２２時
　重点地域・重点時間帯
　・熊谷駅南口周辺　５時～２２時

国道17号

北大通り
熊
谷
館
林
線

鎌倉町
本町1丁目

本町2丁目
星川1丁目

星川2丁目
弥生1丁目

弥生2丁目 筑波1丁目

筑波3丁目

銀座2丁目

桜木町１丁目

熊谷駅

JR高崎線

市役所

●妻沼行政センター

☎048-588-1321　●大里行政センター

☎0493-39-0311

一



般



会



計
　
歳



入



特
別
会
計
　
歳
入
・
歳
出



一


般


会


計
　
歳


出



最重点地域および重点地域



20052005（平成平成1717年）.10.  .10.  熊谷市広報熊谷市広報    2市報くまがや  平成18年（2006）6 月  10

肥
塚
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
町
名
地
番
変
更

私
立
幼
稚
園
児
の

　
保
育
料
を
補
助
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の

　
　
　
　
　
　
額
の
改
定

熊
谷
市
遺
児
手
当
制
度

市
政
情
報

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

●
熊
谷
市
役
所--

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー--

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー--

☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

　
肥
塚
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
６
月
16
日
（
金
）
に
換

地-

処
分
の
公
告
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
翌
日
の
17
日
（
土
）
か
ら-

区

画
整
理
地
内
の
町
名
地
番
が
、
肥

塚
四
丁
目
に
変
更
と
な
る
予
定

で
す
。

◆
土
地
区
画
整
理
中
央
事
務
所

　
　
　
　--

☎
５
２
７-

５
３
３
５

　
市
で
は
、
満
３
～
５
歳
児
を
私

立
幼
稚
園
に
就
園
さ
せ
て
い
る
保

護
者
の
方
に
、
幼
稚
園
の
保
育
料

を
補
助
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
６
月
上
旬
に
幼
稚
園

を
通
じ
て
、
保
護
者
の
方
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

対
象
範
囲
　
市
内
に
居
住
す
る（
住

　
民
登
録
が
あ
る
）
世
帯
で
、
満
３

　
～
５
歳
児
を
私
立
幼
稚
園
に
就

　
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者

　
（
平
成
18
年
度
に
納
付
す
べ
き

　
市
民
税
の
所
得
割
課
税
額
が
一

　
定
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
対

　
で
、
住
民
税
所
得
割
額
明
記
の

　
も
の
）
を
添
付
し
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

◆
教
育
総
務
課
　
☎
内
線
３
８
２

　
児
童
扶
養
手
当
の
額
は
、
物
価

の
変
動
に
応
じ
て
自
動
的
に
改
定

す
る
「
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17

年
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、
前
年

比
０
・
３
％
の
下
落
と
な
っ-

た
こ
と

か
ら
、
手
当
額
も
マ
イ
ナ
ス
の
改

定
と
な
り
、
平
成
18
年
４
月
分

か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。-

・
児
童
扶
養
手
当
の
全
額
支
給
の

　
方
の
月
額
「
４
１，
８
８
０
円
」

　
か
ら
「
４
１，
７
２
０
円
」

・
支
給
の
一
部
制
限
を
受
け
る
方

　
の
月
額
「
４
１，
８
７
０
円
～

　
９，
８
８
０
円
」
か
ら
「
４
１，
７

　
１
０
円
～
９，
８
５
０
円
」

※
子
が
２
人
以
上
の
場
合
に
は
、

　
第
２
子
は
５，
０
０
０
円
、
第
３

　
子
以
降
は
１
人-

に
つ
き
３，
０
０

　
０
円
が
、
右
記
の
金
額
に
加
算

　
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

　
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。-

◆
こ
ど
も
課
　
☎
内
線
２
８
９-

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー-

福
祉
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー-

福
祉
課

受
給
対
象
者
　
本
市
に
居
住
し
、

　
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
父
母
が

　
と
も
に
死
亡
し
て
い
る
義
務
教

　
育
修
了
前
の
子
ど
も
を
養
育
し

　
て
い
る
方
。

受
給
期
間
　
受
給
資
格
を
認
定
さ

　
れ
た
月
か
ら
義
務
教
育
修
了
前

　
ま
で
、
ま
た
は
受
給
資
格
を
喪

　
失
し
た
月
ま
で
。

手
当
額
　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月

　
額
３，
０
０
０
円

　
　
な
お
、
受
給
資
格
更
新
の
た

　
め
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

子
ど
も
の

　
　  

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
保
護
者
の
方
が
、
病
気
等
に
よ

り
、
家
庭
で
の
お
子
さ
ん
の
養
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
場
合

に
、
お
子
さ
ん
を
児
童
福
祉
施
設

等
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

お
預
か
り
期
間
　
７
日
以
内

利
用
者
負
担
　
左
表（
１
日
あ
た
り
）

◆
こ
ど
も
課
　
☎
内
線
２
５
５

２
歳
以
上

　
無
料

１，
０
０
０
円

２，
７
５
０
円

２
歳
未
満

　
無
料

１，
１
０
０
円

５，
３
５
０
円

生
活
保
護
世

帯市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯

右
記
以
外
の

世
帯

　
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

・
満
３
歳
児
　
平
成
15
年
４
月
２

　
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日
生
で

　
満
３
歳
に
達
し
た
幼
児

・
３
歳
児
　
平
成
14
年
４
月
２
日

　
～
平
成
15
年
４
月
１
日
生

・
４
歳
児
　
平
成
13
年
４
月
２
日

　
～
平
成
14
年
４
月
１
日
生

・
５
歳
児
　
平
成
12
年
４
月
２
日

　
～
平
成
13
年
４
月
１
日
生

※
満
３
歳
児
⋯
満
３
歳
に
達
し
た

　
幼
児
で
、
翌
年
の
４
月
を
待
た

　
ず
に
年
度
途
中
か
ら
幼
稚
園
に

　
入
園
す
る
園
児

補
助
額
　
平
成
18
年
度
に
納
付
す

　
べ
き
市
民
税
の
所
得
割
課
税
額

　
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
年
度
途
中
で
入
園
・

　
退
園
・
転
出
し
た
方
は
、
月
割

　
り
で
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
　
各
幼
稚
園
を
通
じ
配

　
布
す
る
「
保
育
料
等
減
免
措
置

　
に
関
す
る
調
書
」
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
お
早
め
に
幼
稚
園

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
平
成
18
年
１
月
２
日

　
以
降
に
熊
谷
市
に
転
入
し
た
方

　
は
、
前
住
所
地
の
住
民
税
課
税

　
証
明
書
（
平
成
18
年
度
の
も
の

難
病
患
者
見
舞
金

　
　
　
　
　  

支
給
制
度

　
市
で
は
、
県
が
指
定
し
た
疾
患

（
指
定
疾
患
）
に
か
か
っ
て
い
る
難

病
患
者
の
方
に
、
見
舞
金
（
年
１

万
円
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
登
録
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
疾
患
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
で

　
き
る-

「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

　
証
」・「
指
定
疾
患
医
療
受
給
者

　
証
」
（
保
健
所
発-

行
）
な
ど-

②
見
舞
金
は
、
口
座
振
込
み
と
な

　
り
ま
す
の
で
、
本
人
ま
た
は
保

　
護
者
名
義
の
銀
行
ま
た
は
農
協

　
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

◆
障
害
福
祉
課
　
☎
内
線
２
９
１

　
要
で
す
。
該
当
の
方
に
は
、
後

　
日
、
案
内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

　
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
☎
内
線
２
８
９

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
に

伴
う
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出

方
法
が
一
部
変
わ
り
ま
す

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
る
公

的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
が
増
加

す
る
高
齢
者
に
対
し
、
次
の
よ
う

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

・
平
成
17
年
１
月
１
日
に
お
い
て
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市
政
情
報
標
語
「
消
費
税
　
私
が
出
来
る
　
国
づ
く
り
」 

高 

橋 

千 

秋
さ
ん

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　  

　
納
め
ま
し
た
か

■一生懸命生きている「自分のカラダ」
　人ひとりの「血管」をすべてつなぎ合わせると、その長さ
は10万km。なんと、地球２周半の長さになります。こんな
長いパイプに、わずか握りこぶし大のポンプ（心臓）で、一日
約６～10ｔもの血液を送り、また、回収しています。
　いかに精密な機械でも、とてもたちうちできません。しか
も、何十年間も不眠不休。頑張っている「自分のカラダ」は、
普段とても我慢強く、無口です。私たちはその活躍に、ほと
んど気付いていません。
■精密な、あなたのカラダを壊すのは、毎日の悪い「生活習慣」
　です。
　悪い生活習慣が、内臓脂肪を増やし、血流を邪魔し、つい
には、心臓・脳を破壊します。「好き嫌いをなくして、腹八
分。元気よく運動する」習慣は、生活の基本です。
　10万kmの血管を意識し、手始めに毎日、体重計に乗ってみ
ませんか。「良い生活習慣」の気持ち良さ・達成感を実感し
てください。
　　　　　　　　　　　　　　◆保険年金課　☎内線278 

じぶんのために、みんなのために、

　　  よい生活習慣を心がけましょう。

１
３，
８
６
０
円
、
半
額
免
除
を
受

け
た
方
の
保
険
料
は
月
額
６，
９
３

０
円
で-

す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
翌
月
末
日
が

納
期
で
す
が
、
そ
れ
を
過
ぎ
て
も

納
期
か
ら
２
年
以
内
で
あ
れ
ば
保

険
料
が
納
め
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

２
年
を
過
ぎ
る
と
保
険
料
は
時
効

と
な
り
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
半
額

免
除
制
度
が
承
認
と
な
っ
た
方
は
、

半
額
の
保
険
料
を
納
め
な
い
月
は

未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
未
納
期
間
が

あ
る
と
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
毎
月
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う
。
納
め
忘
れ
の
防
止
に

口
座
振
替
（
１
年
前
納
・
６
月
前

納
・
毎
月
早
割
振
替
）
や
、
納
付

書
で
も
ま
と
め
て
納
め
る
と
割
引

の
あ
る
前
納
制
度
が
ご
利
用
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
期
間
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け

た
期
間
お
よ
び
若
年
者
猶
予
を
受

け
た
期
間
が
10
年
以
内
に
あ
る
方

は
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
も
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

追
納
保
険
料
は
経
過
し
た
年
数
に

応
じ
て
加
算
金
が
付
き
ま
す
が
、

２
年
以
内
な
ら
付
き
ま
せ
ん
。

◆
保
険
年
金
課
　
☎
内
線
２
７
７

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
方
（
農
業
・
自
営
業
者
・
学
生

な
ど
）
は
、
社
会
保
険
庁
発
行
の

納
付
書
に
よ
り
ご
自
分
で
保
険
料

を
納
め
ま
す
。
平
成
18
年
度
の
国

民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、
月
額

◯
老
人
医
療
費
支
給
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

老
　
昭
和
９
年
１
月
２
日
か
ら
昭
和

10
年
12
月
31
日
生
ま
れ
の
◯
受
給

者
証
を
交
付
さ-

れ
て
い
た
方
の
う

ち
、平
成
17
年
12
月
31
日
ま
で
に
、

主
に
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
、

そ
の
際
の
費
用
に
つ
い
て
、
差
額

の
精
算
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
領
収
証
（
医
療
点
数
の
わ

か
る
も
の
）
と
印
鑑
（
認
印
）
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、差
額
の
精
算
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
　
☎
内
線
２
７
９-

老

 

土
曜
日
も
一
部
業
務
を

 

行
い
ま
す

【
６
月
の
開
庁
日
】

　
３
・
10
・
17
・
24
日

【
取
扱
時
間
】

　
８
時
30
分
～
17
時
15-

分

【
取
扱
場
所
】

　
市
役
所

　
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

　
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

【
取
扱
業
務
】

・
住
民
票
の
写
し
・
証
明
書
の

　
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録
業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行

　
業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

◆
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　
☎
内
線
２
１
６

　
65
歳
に
達
し
た
方
で
、平
成
17
年

　
度
分
の
個
人
住
民
税
の
算
定
に

　
あ
た
り
公
的
年
金
等
控
除
の
適

　
用
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、平
成

　
18
年
度
の
保
険
税
所
得
割
額
の

　
算
定
基
礎
と
な
る
公
的
年
金
等

　
所
得
か
ら
13
万
円
が
控
除
と
な

　
り
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
　
☎
内
線
２
４
８

男
女
共
同
参
画
週
間

　
　
　
6
月
23
日
〜
29
日

敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

利
用
補
助
券
を
交
付
し
ま
す

参
画
で-

職
場
に
活
気

　
　
　
　
　
　
　
家
庭
に
ゆ
と
り

　
男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
つ
つ
、喜
び
も
責
任
も
分
か

ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
を
目
指
す
週
間
で
、

６
月
26
日
（
月
）
に
は
、
東
京
厚
生

年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、「
男
女
共

同
参
画
社
会
づ-

く
り
に
向
け
て
の

全
国
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま-

す
。

◆
男
女
共
同
参
画
室
　
　

　
　
　
　--

☎
５
９
９-

０
０
１
１

◆
長
寿
い
き
が
い
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
２
８
０

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー-

福
祉
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー-

福
祉
課

　
４
月
１
日
現
在
、満
70
歳
以
上
の

方
に
対
し
、
申
請
に
よ
り
２，
０
０

０
円
分
の
敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
利
用
補
助
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下

記
の
担
当
課
に
設
置
し
て
あ
る
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
１
回
限
り
利
用

で
き
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
施
術
所
は
市
報
４

月
号
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●
熊
谷
市
役
所--

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー--

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

交
通
災
害
共
済
の
見
舞
金

請
求
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

家
屋
現
況
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

建
物
の
完
成
時
に
は
工
事

完
了
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

見
舞
金
の
請
求
期
限

・
熊
谷
市
交
通
災
害
共
済
⋯
事
故

　
日
か
ら
１
年
以
内

・
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
⋯

　
事
故
日
の
翌
日
か
ら
２
年
以
内

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
た
と
き
は
無

　
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
。

　
平
成
18
年
度
埼
玉
県
市
町
村
交

通
災
害
共
済
に
家
族
そ
ろ
っ
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
安
心
安
全
課
　
☎
内
線
２
８
５

れ
い
な
選
挙
の
合
言
葉

　
政
治
家
や
候
補
者
が
選
挙
区
内

の
人
に
、
次
の
よ
う
な
寄
附
を
す

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反

す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

・
お
中
元
や
お
歳
暮
な
ど
を
贈
る
こ
と-

・
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
附
し

　
た
り
、お
酒
な
ど
を
届
け
る
こ
と-

・
出
産
、
入
学
、
卒
業
、
就
職
な

　
ど
の
お
祝
い
と
し
て
お
金
や
品

　
物
を
贈
る
こ
と

寄
附
禁
止

　
お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
・
選

挙
の
た
め
に
「
贈
ら
な
い
・
求
め

な
い
・
受
け
取
ら
な
い
」
は
、
き

夏
休
み
を「
赤
城
山
の
家
」で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

４
５
０
円-

１
５
０
円-

７
０
０
円-

４
９
０
円

５
０
０
円-

宿
　
泊

休
　
憩

夕
　
食

朝
　
食

昼
　
食

使
用
料-

食
事
代

　
赤
城
山
の
家
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
市
内
小
・
中
学
校
の
林
間
学

校
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
夏
休

み
期
間
中
（
林
間
学
校
実
施
日
を

除
く
）
、
子
ど
も
会
や
家
族
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
受
付
け

ま
す
。

◆
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
８
５-

　
道
路
上
の
立
看
板
、
置
看
板
、

生
垣
お
よ
び
植
木
鉢
な
ど
は
、
道

路
の
通
行
の
障
害
と
な
り
、
周
り

の
見
通
し
を
悪
く
す
る
な
ど
、
大

変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条

例
に
違
反
し
た
は
り
紙
、
は
り
札

お
よ
び
立
看
板
等
は
市
が
撤
去
し

ま
す
。

　
マ
ナ
ー
を
守
り
、
道
路
上
に
は

障
害
物
等
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
管
理
課
　
☎
内
線
３
２
６

◆
維
持
課
　
☎
内
線
５
４
１

　
建
築
主
は
、
建
物
な
ど
の
完
成

時
に
、
そ
の
日
か
ら
４
日
以-

内
に

「
完
了
検
査
」の
申
請
を
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
検
査
の
結
果
、建
築
基
準
法
等
に

適
合
し
て
い
る
場
合
は
、建
築
主
に

「
検
査
済
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
建
築
中
で
検
査
を

受
け
て
い
な
い
建
物
な
ど
に
つ
い

て
、
建
築
確
認
申
請
に
記
載
さ
れ

た
「
工
事
完
了
予
定
年
月
日
」
を

参
考
に
「
完
了
検
査
」
申
請
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
建
築
物
の
床
面
積
に
応
じ
て
手

　
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

◆
開
発
指
導
課
　
☎
内
線
４
６
３

　
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
に
所

在
す
る
家
屋
を
対
象
に
課
税
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
も
、
平
成
19
年
１
月
１
日

ま
で
の
１
年
間
の
家
屋
の
新
築
、

増
築
、
取
り
壊
し
な
ど
の
状
況
を

確
認
す
る
た
め
の
「
家
屋
現
況
調

査
」
を
行
い
ま
す
。

◆
資
産
税
課
　
☎
内
線
２
５
２

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー-

総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー-

総
務
税
務
課

「上場間近で儲かる」って本当？

未 公 開 株

　株式投資への人気の高まりを背景に、「値上がり確実な未
公開株を買いませんか」と言って、上場間近のように思わせ、
未公開株を売りつけたり、代金を騙し取る詐欺行為が増えて
います。

　未公開株とは、証券取引所などの株式市場に上場されてい
ない株です。未公開株が上場されると、上場後の株の価格が
上がり大きく利益を出すことがあるため、大変人気がありま
す。未公開株の販売などを行うことができるのは、未公開株
の発行会社や証券取引法に従って登録した証券会社に限られ
ますので、その他の者からの勧誘は注意が必要です。
　また、未公開株は、実際に上場されなければ、売買を成立
させることがとても難しく、換金する方法はほとんどありま
せん。もし上場予定があるとしても、将来の動きを正確に予
測することは不可能で、業者の説明をうのみにして未公開株
を購入することはとても危険です。取引内容が理解できない
ときや取引を行うつもりがないのに執拗な勧誘を受けたとき
は、はっきり断ることが大切です。

　トラブルに巻き込まれてしまった場合や不明な点や心配な
ことがありましたら、県や市の消費生活相談窓口にご相談く
ださい。

＊消費生活相談は、４月から月・火・水・金曜日（祝日を除く）
　の週４日に増設されました。
　時間　９：３０～１６：００  
　                                           ◆市民相談室  内線283

～未公開株の勧誘にご注意ください～
もう

だま

しつよう
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市
政
情
報
標
語
「
考
え
よ
う
　
と
っ
て
も
大
切
　
税
の
事
」 

堀 

越 

康 

史
さ
ん

葬
斎
施
設
使
用
料
の
「
市
民
」
と

「
市
民
以
外
」
の
区
分
の
変
更

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら

　
　
　
大
切
な
緑
を
守
ろ
う

く
み
取
り
便
槽
を

使
用
し
て
い
る
ご
家
庭
へ

雑
草
は
こ
ま
め
に

　
　
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

納
期
の
お
知
ら
せ（
6
月
分
）

納
期
限
　
６
月
30
日（
金
）

●
市
・
県
民
税
（
１
期
）

※
市
税
の
納
入
は
、安
全
、便
利
、

　
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を-

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で

　
実
施
中-

◆
納
税
課
　
☎
内
線
２
５
９

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー-

総
務
税
務
課-

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー-

総
務
税
務
課

知っていると安心な防犯対策

自動車の盗難被害
  （車上ねらい）にあわないために
●車上ねらいの特徴
　ドアをロックしていても被害にあう場合があ

ります。窓ガラスを破壊したり、合鍵でドアを
開ける手口があります。座席に背広、上着、か
ばんなどがあると、金目のものがあると思われ、
狙われやすくなります。

●被害を防ぐためには 
　車から離れるときは必ず窓を完全に閉め、ド
アをロックし、座席に上着やかばんを放置しな
いことです。また、スペアキーを車体につけ
たり、小銭なども車内に置いたりしないことで
す。そして、路上放置や違法駐車をしないで、
管理の行き届いた駐車場を選びましょう。
　さらに、電気的にエンジンが始動しないシス
テム（イモビライザー）の装備なども自動車用
品店などで相談してみましょう。
　　　　　　　　◆安心安全課　☎内線339

　
葬
斎
施
設
使
用
料
は
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
住
所
に
よ
り
、
「
市

民
」
と
「
市
民
以
外
」
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
よ

り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
市
民
以

外
で
あ
っ
て
も
、
施
設
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
申
請
者
が
市
民
で
あ

る
場
合
は
、「
市
民
」の
区
分
の
使

用
料
で
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

◆
メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲

　
　
　
　-

☎
５
２
１-

０
０
２
１-

　
農
地
に
雑
草
が
生
い
茂
る
と
、

病
害
虫
が
発
生
し
、
周
り
の
農
地

や
住
宅
に
も
迷
惑
が
か
か
る
ほ
か
、

悪
質
業
者
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
や

建
設
残
土
な
ど
の
不
法
投
棄
の
対

象
と
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
生
産
調
整
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
も
、
日
ご

ろ
か
ら
農
地
の
管
理
を
こ
ま
め
に

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
４
０
４

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫

は
、
サ
ク
ラ
や
カ
キ
な
ど
の
葉
の

や
わ
ら
か
い
所
だ
け
を
食
べ
る
の

で
、
枝
・
葉
ご
と
切
り
落
と
し
て

処
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
幼
虫
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

薬
剤
（
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

１，
０
０
０
倍
液
な
ど
）
を
人
や
動

物
、
農
作
物
な
ど
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※
市
で
は
、
自
治
会
単
位
に
薬
剤-

　
の
支
給
と
散
布
用
機
械
の
貸
出

　
し
を
し
て
い
ま
す
。
　
　

◆
環
境
衛
生
課

☎
内
線
３
０
５

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー-

市
民
環
境
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー-

市
民
環
境
課

　
梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、

便
槽
ま
わ
り
、
臭
気
筒
な
ど
か
ら

便
槽
内
に
雨
水
が
入
ら
な
い
よ
う
、

点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
無
臭
式
ト
イ
レ
を
使
用
の
方
は
、-

ト
イ
レ
の
構
造
上
、
便
槽
の
筒
に

し
尿
が
つ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
月
に
２
回
く
ら
い
バ
ケ
ツ
１

～
２
杯
の
水
で
流
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
転
出
、
転
居
お
よ
び
公
共
下
水

道
、浄
化
槽
等
へ
の
移
行
に
よ
り
、

く
み
取
り
が
必
要
で
な
く
な
っ-

た
と

つ
　
ゆ

・
開
店
祝
い
な
ど
に
花
輪
を
贈
る
こ
と-

・
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま

　
り
に
、お
金
を
寄
附
し
た
り
、食
事

　
や
お
酒
を
届
け
た-

り
す
る
こ
と

・
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、

　
弁
当
や
飲
み
物
を
差
し
入
れ
た

　
り
、
バ
ス
代
な
ど
の-

費
用
を
負

　
担
す
る
こ
と

　
ま
た
、
政
治
家
は
、
選
挙
区
内

の
人
に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、暑
中
見

舞
い
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

を
出
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
、日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
９
７

ねら

き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
衛
生
課

☎
内
線
３
０
０

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー-

市
民
環
境
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー-

市
民
環
境
課
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●
熊
谷
市
役
所--

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー--

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

熊
谷
市
勤
労
者
住
宅

　
　
　
　
　
　
資
金
貸
付

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

プ
ー
ル
営
業
終
了

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
へ
の
粒
子
状
物
質

減
少
装
置
装
着
に
対
す
る
補
助

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

 　 と　き

 6/24（土）
14：00
 ～16：00

　　　　　内　　　　　容
昔あそび
  （ベーゴマ、しゃぼん玉、
　　　　　　スポーツ吹き矢で遊ぼう）
ミニ古本市

☎524-1722

■［アグリパーク］   ☎567-1212 
                             開設時間10：00～18：00   7日（水）休館
■［めぬま物産センター］ ☎588-0090  
　 　　　　　　　　開設時間  9：30～18：00　休館なし

貸
付
金
額
　
１
件
に
つ
き-

　
有
担
保
　-

１，
０
０
０
万
円
以
内-

　
無
担
保
　
　
５
０
０
万
円
以
内-

貸
付
金
利

　
有
担
保
　
１
・
７
６
５
％-

　
無
担
保
　
２
・
６
１
５
％-

利
用
資
格
　
市
内
に
居
住
ま
た
は

居
住
し
よ
う
と
す
る
勤
労
者
で
、

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
年
齢
20
歳
以
上
60
歳
以
下
の
方-

②
同
一
事
業
所
に
２
年
以
上
引
き

　
続
い
て
勤
務
し
て
い
る
方

③
家
族
収
入
を
含
み
、
毎
月
返
済

　
し-

な
が
ら
生
活
の
維
持
が
可
能

　
な
方

資
金
用
途
　
市
内
に
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
の
新
築
・
購
入
、
増
改

築
・
補
修-

お
よ
び
土
地
取
得
の
た

め
の
資
金

※
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
商
業
観
光
課
　
☎
内
線
４
９
９

　
本
プ
ー
ル
は
、
昭
和
63
年
の
オ

ー
プ
ン
以
来
、
延
べ
約
１
８
０
万

人
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
営
業
を
終

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
該
跡
地
は
、
武
蔵
野

の
面
影
を
残
す
緑
地
と
し
て
整
備

す
る
予
定
で
す
。

※
水
遊
び
場
は
、
例
年
ど
お
り
ご-

　-

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
公
園
緑
地
管
理
財
団-

武
蔵
管
理

　
セ
ン
タ
ー-

　
☎
０
４
９
３-

５
７-

２
１
１
１-

　
県
で
は
、
大
気
汚
染
を
改
善
す

る
た
め
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
運
行

規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月

１
日
か
ら
は
二
段
階
目
の
規
準
を

施
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
規
制
に
対
応
し
て
粒
子
状
物

質
減
少
装
置
を
装
着
す
る
場
合
、次

の
と
お
り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

①
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
の
県

　
内
登
録
車-

②
車
両
総
重
量
が
３
・
５
ｔ
超
の
デ

　
ィ
ー
ゼ
ル
車
（
貨
物
・
乗
合
・
特

　
種
自
動
車
）-

③
長
期
規
制
適
合
車
（
型
式
が
KK-
、

　
KL-
等
）

④
初
度
登
録
が
平
成
11
年
４
月
～

　
平
成
16
年
３
月
で
、
申
請
時
点

　
で
条
例
適
合
で
あ
る
車-

（
注
）
初
度
登
録
が
平
成
11
年
４

月
～
平
成
13
年
３
月
ま
で
の
車

両
に
対
す
る
補
助
は
、
本
年
度
で

終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
車

両
も
早
期
に
装
置
を
装
着
し
て
く

だ
さ
い
。

補
助
金
額
　
粒
子
状
物
質
減
少
装

　
置
装
着
費
用
の
１
／
４
以
内-（
上

　
限
額
　
車
両
１
台
当
た
り
10
万
円
、

　
申
請
者
一
人
当
た
り
２
０
０
万
円
）

受
付
日
時
　
平
成
19
年
１
月
31
日

　
（
水
）ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝

　
日
は-

除
く
）
９
時
30
分
～
11
時

　
30
分
、
13
時
～
14
時
30
分

受
付
会
場
　
県-

青
空
再
生
課

※
た
だ
し
、
予
算
額
に
達
し
次
第

　
終
了
し
ま
す
。

◆
県-

青
空
再
生
課
　

　
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
０
６
３-

　   と    き

6/11（日）
9：00～17：00

6/16（金）

6/17（土）
①10：30～
②14：00～

　　内 容・費 用

雑貨・衣類等の
       フリーマーケット

①ハンギング（午前）
②寄せ植え（午後）  
費用：各3,000円
（昼食または軽食付き）

 催し・講習会

蚤の市＆フリー
マーケット

ガーデニング
講習会

のみ

「麦とろの日」サービス
レストラン「サラダ館」（2階）で麦とろ御膳
を注文した方先着100人に花の苗をプレゼ
ントします。

家庭ごみの収集日
4月1日から ごみ収集体制が統一されました。

 燃えるごみの収集日
【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日
ごみ袋…透明袋・半透明袋(レジ袋も可)

 燃えないものの収集日

ごみ袋…透明袋
※車両火災を防ぐために…内容物（ガス）が残っているスプ
　レーカン・カートリッジボンベが収集車の中で発火する
　事故が『不燃ごみの日』に頻発しています。スプレーカ
　ン、カートリッジボンベは『ビンの日』に収集しますの
　で、使いきってから必ず穴をあけ、ビンとは別にして透
　明袋で出してください。
※有害ごみ（蛍光管、乾電池、カガミ、体温計）は、 市役所
  （地下入口横）、行政センター、登録された自治会館や地
　区集会所などに設置してある回収箱へ出してください。

 資源物（紙類）と粗大ごみの収集日
　市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日（毎
　週１回）に収集します。
※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは、
　「熊谷市くらしのカレンダー」３０ページまたは「市報３月
　号」２・３ページで確認できますのでご覧ください。

　    ◆環 境 美 化 セ ン タ ー　☎ ５２４-７１２１
　  ◆大里行政センター市民環境課　☎ ０４９３-３９-４８０２
　  ◆妻沼行政センター市民環境課　☎ ５８８-９９８８

　   収　　 集　　 日

6/ 7 （水）、7/ 5 （水）
6/14（水）、7/12（水）
6/21（水）、7/19（水）
6/28（水）、7/26（水）

　　 種　　　類

資源物（ペットボトル）
不燃ごみ
資源物（カン）
資源物（ビン）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
月
の

　
休
所
日

７
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

6
月
の

　
休
所
日

7
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

５
日（
月
）、12
日（
月
）、

19
日（
月
）、26
日（
月
）

３
日（
月
）、10
日（
月
）、

17
日（
月
・
祝
）、18
日（
火
）、

24
日（
月
）、31
日（
月
）

　
９
時
～
16-
時

　
10
時
～
15
時
30
分

別
府
荘--

☎
５
３
２-

２
０
２
０

上
之
荘--

☎
５
２
５-

６
９
６
４

※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に
あ

　
た
り
ま
し
て
は
、市
内
循
環
バ
ス

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、20

　
人
以
上
の
団
体
で
送
迎
バ
ス
の

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、直

　
接
施
設
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
か
わ
荘-

☎
５
８
８-

２
６
０
０

花
と
緑
の
相
談

　
ご
家
庭
の
樹
木
の
育
て
方
や
病

虫
害
に
つ
い
て
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
７
月
１
日（
土
）13
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
緑
化
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
横
川
登
代
司
氏（
樹
木
医
）

◆
緑
化
セ
ン
タ
ー-

----------------

☎
５
２
５-

７
１
８
０
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市
政
情
報
「
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す
コ
ー
ナ
ー
」
登
録
受
付
中
　
▼
詳
細
は
熊
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
◆
市
民
活
動
推
進
課
　
☎
内
線
２
８
６

ダイオキシン類の測定結果
　熊谷衛生センターの排ガスに含まれるダイ
オキシン類を測定（平成18年2月実施）した
ところ、次のとおりでした。

用語の解説
ｎｇ：ナノグラムと読み、ナノとは、10億分の１を示します。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic Equivalents）の略で、
　多くのダイオキシンの中から、最も毒性の強いダイオキ
　シン類を１と換算して表した濃度を示します。
㎥Ｎ：ノルマル立方メートルと読み、気体は温度や圧力に
　より体積が変化するので、０℃、１気圧に換算した状態を
　Ｎで表現したもので、そのときの気体の体積を示します。

◆大里広域市町村圏組合立熊谷衛生センター
　　　　　　　　　　　　　　☎５３２-２０２１

測  定  施  設               　　濃　　 度

第１工場

第２工場

１号炉

２号炉

１号炉

２号炉

０.０００３８

０.０００４０

０.００１４

０.０００４０

国の排出基準は、平成14年12月1日から第１工場は１ｎｇ
-TEQ／㎥Ｎ、第２工場は５ｎｇ-TEQ／㎥Ｎ以下です。

濃度単位：ng-TEQ/㎥N

６
日（
火
）、13
日（
火
）、

20
日（
火
）、27
日（
火
）

４
日（
火
）、11
日（
火
）、

18
日（
火
）、19
日（
水
）、

25
日（
火
）

　
９
時
～
16-
時

　
10
時
～
15
時

感じました。」（町田さん）
　「数え切れないほどのすば
らしい出会いや経験ができま
した。同時に、海外へ出て初め
て『日本という国の良さ』『言
葉の違いによるコミュニケー
ションの難しさ』も知りまし
た。今後も将来に向けて英語を
継続的に勉強していきます。」
（鈴木さん）

平成18年度の行事等の計画
　すでに終了したものも含め、特色ある行事をご紹介します。
第１学期　　離任式　遠足　保護者面談　生徒会行事
夏季休業　　進路対策補習　海外派遣
第２学期　　文化祭　体育祭　修学旅行　持久走大会　
　　　　　　芸術鑑賞会　生徒会行事(球技)
第３学期　　予餞会　社会見学(２年総学)　卒業式　
　第１学期の生徒会行事は、恒例の｢綱引き大会｣の予定です。
女子校ならではの熱い闘いで盛り上がります。

　また、英語検定、漢字検定、ワープロ検定、簿記検定、情報
処理検定、秘書検定なども本校を会場に行われる予定です。

◆市立女子高校　☎521-2878　http://www.kumaichijo.ed.jp/  

鈴木さん(左)と町田さん(右)

校長よりごあいさつ
　市民の皆さんには、常日頃、本校に対しまして格別なるご支
援をいただき、誠にありがとうございます。
　創立44年目となる今年度は、新入生を迎えず、２学年、３学
年だけとなりました。そんな状況にも負けず、生徒は明るく、
前向きに学校生活に取り組み、良い思い出をつくっています。
教職員も一丸となって、少人数ならではの、一人ひとりを大切に
した、きめ細やかな指導を行っています。｢育てます　思いや 
りの心と規律ある態度」が、教育活動を進める上での合い言葉 
です。本校に入学してよかった、入学させてよかったと言って
いただけるよう、最後まで最高の教育活動の提供と、良い思い
出づくりのプロデュースをしていきたいと考えています。
　皆さんには、今後とも惜しみないご声援をお願いします。

最後の長期留学生帰国
　第８期長期（１年間）留学生の町田友梨さん（東松山南中)、
鈴木史織さん（寄居中）がニュージーランド(ＮＺ）インバーカ
ーギル市の姉妹校サウスランド女子高校での留学を終了し、12
月に帰国しています。２人とも留学を夢みて入学した生徒で
す。２人の感想です。
　「ＮＺの手つかずの壮大な自然は、私の想像を超えたものでし
た。あんなきれいな海は、生まれて初めて見ました。また、日本
にいた頃は外国に対して距離を感じていましたが、今はどの国も
近く感じます。英語という一つの言語で世界がつながっていると
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くらしの

情報情報
Information

催　し催　し

●熊谷市役所　☎048-524-1111
　http://www.city.kumagaya.lg.jp/

●大里行政センター
　　　　　　　☎0493-39-0311

●妻沼行政センター
　　　　　　　☎048-588-1321

●熊谷市役所--☎048-524-1111-

   と　き

6/18（日）
13：00
～16：00

ところ

積翠閣

  講師（流派）

佐久間宗瑞
（表千家）

せい  けい  えん 

せきすいかく 

　　　　胎内くぐり

とき　6月30日（金）
ところ　　城神社
◆商業観光課　☎内線312

　　  おしゃべりひろば

　熊谷に住む外国人の方々が、思
い思いにおしゃべりする場です。
日本人の方も参加できます。
とき　6月8日（木）、7月13日（木） 
　10：00～14：00
※昼食の必要な方はご持参ください。
ところ　緑化センター 和室
◆広報広聴課　☎内線220

    星渓園で楽しいお茶会

費用　３００円 
定員　５０人
申し込み　当日、星渓園で受付 
    (１５：３０まで)　
◆社会教育課　☎内線394

  第５６回埼玉県美術展覧会

とき　6月21日 （水）まで
  （月曜休館）10：00～17：30
ところ　県立近代美術館（さいたま市） 

観覧料　無料
◆社会教育課　☎内線389

 平成１８年度使用教科書展示会

時間　9：30～16：30
◆学校教育課　☎内線383

　　   第８回ホタル祭り

とき　6月24日（土）19：00～
　21：00　雨天の場合、25日（日）
ところ　別府沼公園日本庭園内ほ
　たる沢（衛生センター南）
◆熊谷市別府ホタル愛好会
　☎５３２-３５８９（原口）
　☎５３２-５６５４（井上）

6/7（水）～7/1（土）

6/16（金）～7/6（木）

6/16（金）～7/5（水）

小・中・高・特

小・中

小・中・高

総合教育センター
深谷支所

本庄市立本庄西小学校

熊谷西小学校

と　　き　　　と  こ  ろ　　展示教科書

募　集募　集

  「平和バス」参加者募集

見学場所　埼玉県平和資料館（東松山
　市）、防災学習センター（鴻巣市）
とき　7月28日（金）8：45市役
　所玄関前を出発
乗り物　マイクロバス２台
定員　先着５０人
費用　無料（各自昼食を用意）
申込期間　６月２２日（木）～３０日（金）
　に電話で下記へ。
◆庶務課　☎内線234

「赤ちゃんとのふれあい体験事業」
      ボランティア協力者募集

　市立の小・中・高等学校の児童
・生徒が、乳幼児やその保護者と
のふれ合いを通し、命の大切さを
感じとってもらうことを目的とし
た事業にご協力ください。
募集対象　６か月から２歳くらい
　までの乳幼児とその保護者
とき　事業開催校の希望によりま
　す。１回１時間程度（１０：００～
　１２：００の間）。
ところ　事業開催校内
※協力していただける方には、後

花火の種類　  価  格　　  備　　考

メッセージ花火

企業広告花火

メッセージをプログラム
に掲載し、打上げ前にそ
の内容を放送します。

企業広告をプログラムに
掲載し、宣伝文を打上げ
前に放送します。

23,000円

35,000円

50,000円

25万円～

50,000円

25万円～

 7号玉

 8号玉

10号玉

スターマイン

10号玉

スターマイン

　日、開催校や開催日等を連絡し
　ます。
募集期間　随時受付
応募方法　電話で下記へ。
◆社会教育課　☎内線389

　　　 親子キャンプ

対象　小学生と保護者（子どもだけ
　のグループは参加できません。）
とき　7月29日（土）・30日（日）
ところ　神川げんきプラザ（神川町）
乗り物　バス
定員　先着５０人
参加費　１人６,０００円 
内容　野外炊事・野外活動・キャ
　ンプファイヤー など
申し込み　６月１２日（月）～２６日（月）
　に参加費を添えてこども課（市
　役所２階）へ。
◆こども課　☎内線255

 熊谷花火大会提供者の募集

　第５７回熊谷花火大会の開催にあ
たり、メッセージ花火、企業の広
告花火を募集します。
熊谷花火大会
とき　8月12日（土）19：00～21：00 
※順延の場合は13日（日）、19日（土）、
　20日（日）順で開催します。
募集締め切り　６月２３日（金）

◆商業観光課　☎内線312

　 市営住宅の入居者募集

募集住宅　中妻団地、籠原八平前

　団地（単身者向け含む）、大幡団

　地（単身者向け含む）、江波団地

申込資格　次の条件をすべて備え

　ている方

　①市内に住所または勤務場所が

　　あること

　②現に同居し、または同居しよ

　　うとする親族があること

　③現に住宅に困窮していること

講　習講　習
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-●妻沼行政センター---☎048-588-1321-●大里行政センター--☎0493-39-0311

　④市町村税等の滞納がないこと
　⑤入居希望世帯全員の収入が基
　　準の範囲内であること
申し込み　６月１３日（火）～２３日（金）
　に建築課（市役所５階）へ。
申込用紙の配布先　申込用紙は６月
　６日（火）から建築課、大里行政
　センター産業建設課、妻沼行政
　センター建設課でお渡しします。
※単身者向け住宅の申込資格等は、
　お問い合わせください。
◆建築課　☎内線320

 ワークメイト大里 会員募集

入会できる方
・大里地域内の中小企業に勤務す
　る事業主および従業員
・大里地域外の中小企業に勤務し
　ていて、大里地域内に居住して
　いる事業主および従業員
会費　１人１か月　５００円
主な事業　◎給付事業＝結婚・出産
　・勤続祝金 など　◎福利厚生事
　業＝東京ディズニーリゾートツ
　アー など　◎各種利用補助＝遊
　園地、指定レジャー施設 など
◆(財)大里地域中小企業勤労者福祉
　サービスセンター（ワークメイト大里）
　☎５２４-６６５５

「ふるさとの森づくり」参加者募集

　市民が主役の森づくりに向けて、

一万本の植栽を計画しています。

とき　7月2日（日） 9：00～

ところ　熊谷スポーツ文化公園

  （西第一多目的広場北側）

募集人員　１,０００人

※募金にご協力ください。

◆ふるさとの森づくり実行委員会

　事務局（面川）☎５２４-５６９９

※保育をご希望の方は申し込みの際お申し出
　ください。ただし、視察研修の日は除きます。
申し込み　電話で下記へ。
◆男女共同参画室　☎５９９-００１１

　 世界の料理「中国編」

とき　7月8日（土）10：00～13：00
ところ　熊谷中央公民館 料理教室
定員　２０人（抽選）
費用　２,０００円（ただし国際交流
　協会会員は１,０００円）
申込方法　６月２６日（月）までに、
　ハガキに教室名・郵便番号・住
　所・氏名（ふりがな）・年齢・電
　話番号を明記し、下記へ。
※申し込みはハガキ1枚につき1人まで。
◆広報広聴課　☎内線220

　　小学生の英会話教室

とき　7月25日（火）・27日（木）、
　8月1日（火）・3日（木）（計４回）
　10：00～11：00
ところ　緑化センター 研修室（２階）　
対象　小学３・４年生
定員　２５人（抽選）
講師　外国人講師
費用　２,０００円 
申し込み　７月１０日（月）までに、
　ハガキに講座名・郵便番号・住
　所・氏名（ふりがな）・年齢・電
　話番号を明記し、下記へ。
※申し込みはハガキ1枚につき1人まで。
◆広報広聴課　☎内線220

   女性のための
        「ゆかた着付」講習会

対象　県内に在住または在勤の３０
　歳未満の女性

ひと　　  ひと　 

開講式
＜公開講座（ハートピア オープン１周年記念）＞
「女と男輝いて生きる、活きる」
～男女共同参画でつくる豊かな人生のために～
原田 壽子氏（立正大学教授）
＜講義・グループ討議＞
「自己発見講座」
～生きいき自分探し～Ⅰ
和田 順子氏（心理カウンセラー）　
・市川市男女共同参画セ
　ンター“ウィズ”
・夢の島熱帯植物館 ほか
＜講義・グループ討議＞
「自己発見講座」
～生きいき自分探し～Ⅱ
和田 順子氏（心理カウンセラー）

男女共同参画推進
センター「ハート
ピア」会議室

男女共同参画推進
センター「ハート
ピア」会議室

視察研修

男女共同参画推進
センター「ハート
ピア」会議室

70
人

40
人

40
人

40
人

と き　 ところ　   テーマ・講師等　 定員

6/25(日) 
13：30～
15：30

7/1（土）
13：30～
15：30

7/4（火） 
　9：00～
17：00

7/8（土）
13：30～
16：00

　　 女と男のセミナー

対象　市内在住･在勤･在学の男女
費用　２,５００円程度（視察研修の
　際の昼食代等として） 

とき　7月5日（水）・12日（水）
  （全２回）18：30～20：30
ところ　勤労青少年ホーム
定員　先着２０人 
受講料　無料 
準備品　ゆかた一式 
申し込み　６月１２日（月）９：００ 
　から電話で下記へ。
◆勤労青少年ホーム　☎５２３-３１２２ 

 熊谷地区埼玉県労働学院
                  労働セミナー

 

時間　18：15～20：15
  （初日のみ18：05～）
ところ　勤労会館　
定員　先着６０人
受講料　無料
申し込み　電話で下記へ。
※１日のみの参加も可能です。
◆県北部産業労働センター　
　☎５２３-２８１７ 
◆商業観光課　☎内線499

  赤十字家庭看護法講習会
        （介護員養成）

受講資格　満１５歳以上で、全日程
　に参加できる方
とき　7月22日（土）・23日（日）・
　24日（月）・25日（火）
　9：30～16：30
ところ　彩華園 地域介護実習・
　普及センター
募集人員　３０人（応募者多数の場合は抽選）
受講料　１，０００円（教本、保険料）
申し込み　７月１０日（月）までに、
　ハガキにコース名「F-２」と、郵
　便番号・住所・氏名・性別・生
　年月日・電話番号を明記し、　
　〒３３０-００６２　さいたま市浦和区
　仲町３-２-２３　日本赤十字社埼玉
　県支部 家庭看護法係へ。
◆日本赤十字社埼玉県支部　
　☎０４８-８２９-２６８１

6/16（金）・19（月）
    23（金）・26（月）
    30（金）

7/ 5（水）

労働基準法（5日間）

改正高年齢者雇用安定法
と６５歳までの継続雇用
に対応する多様な働き方

ひと　ひと い

テ　ー　マと　　き
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  介護ポイント講座
　  「認知症ってなぁに？」

対象　高齢者介護に興味のある一
　般の方
とき　6月21日（水）13：15～15：45
ところ　彩華園
募集人数　２０人
受講料　無料
申し込み　 受講する講座名・氏名
　・住所・電話番号・職業を明記し、
　ＦＡＸかハガキで下記へ。
◆彩華園　☎５２４-１３９１　
　〒３６０-０００４　 上川上２６６
　 ５２６-６８９２

  観音山保全活動参加者募集

　つる性植物等の刈払い作業を行い
ます。
とき　7月2日（日） 
　9：00～（小雨決行）
集合場所　龍泉寺境内（三ヶ尻）
◆ＮＰＯ法人自然観察指導員埼玉
　北埼玉観察グループ
　☎０９０-３１４４-１５９２（宮下）

公民館生涯学習講座のお知らせ　　　対象　一般市民
公民館名　　　電　 話　　　　  講　  座　  名　　　  講座回数　　　　　　　　  講　　座 ・ 概　　要　　　　　　　　　　開講日

桜木公民館

肥塚公民館

上石公民館

荒川公民館

久下公民館

佐谷田公民館

成田公民館

大幡公民館

玉井公民館

大麻生公民館

中条公民館

奈良公民館

別府公民館

三尻公民館

吉岡公民館

星宮公民館

籠原公民館

新堀公民館

526-2452

524-5410

525-1642

525-0252

521-0780

524-5411

523-0278

524-5141

532-3987

532-3519

523-8565

521-0056

532-6605

532-3656

536-1306

525-3422

532-5514

533-8114

清流学級

ふれあい教室

活き活き教室

ふるさと講座

ふるさとすこやか講座

けやき若草学級

女性生きがい学級

まなびや教室

白樺学級

いきいきふれあい講座

条里の里いきいき学級

ほのぼの学級

あいの泉教室

みしり野学級

ふれあい学級

ふれあい学級

ふれあい学級

ぽこあ・ぽこ

「すばらしい『ものつくり』を体験しよう」
 竹細工・陶芸・凧づくり・折り紙
「自然とふれあい、活力ある生活に」
 気象台見学、国際交流
「楽しく学び、ふれあいの輪を作ろう」
 熊谷の気象、新春落語、そば打ち体験

「郷土史、社会問題を学び生活の向上を」
 郷土文化、裁判員制度、古典文学
「郷土愛、心豊かな生活の認識を」
 おとか灯篭まつり
「心身活性化のための健康管理学習へのチャレンジ」
 名所史跡探訪、健康体操への取組み

「一生の楽しみは友」
 公民館活動をとおしての仲間づくり

「広げよう、深めよう、ふれあい、知力・体力を」
 和を広げ、教養・技術の修得

「豊かな教養・自立への実践力」
 消費生活講座・健康講座・研修視察

「高齢者の自立支援」
 健康管理、幼児期からの家庭教育

「明日に生きる…豊かな心と健康な体」
 ふるさと探訪、医療講話、研修視察

「楽しく学んで　活き活きと」
 豊かな情報、健康で活き活きと

「健康で豊かな人生をめざして」
 健康講座・環境・研修視察

「いろいろ楽習、元気に毎日」
 健康と食生活

「集い、学び、ふれあいの場をめざして」
 男女共同参画・健康講座・研修視察

「ふれあい交流を通じて、心豊かに健康に生きる」
 七夕飾り・うどん打ち・まゆ玉つくり

「楽しく学んで、熱いぞ　かごはら」
 健康講話・シャンソン、研修視察

「世代を超えた生きがいをもとめて」
 世界一周の旅アラカルト

10/1（日）～

6/29（木）～

6/9（金）～

6/20（火）～

6/5（月）～

6/9（金）～

6/13（火）～

6/1（木）～

7/13（木）～

6/30（金）～

7/7（金）～

7/6（木）～

7/1（土）～

6/8（木）～

7/4（火）～

開講中

6/13（火）～

6/14（水）～

しらかば

たなばた

い　　　い

たこ

とうろう

全 ５ 回

全１２回

全１２回

全１１回

全１０回

全１２回

全１２回

全１２回

全１１回

全１１回

全１０回

全１１回

全１０回

全１０回

全１０回

全１０回

全１０回

全３０回

試　験試　験

  危険物取扱者試験
　 （乙種第４類）の準備講習会

とき　6月24日（土）・25日（日）
（２日間）
ところ　深谷市産業会館
申込受付　６月１日（木）～１６日（金）
◆熊谷地区消防本部 予防課
　☎５２２-９９９１

   平成１８年度 
　　　　危険物取扱者試験

申込受付　６月２０日（火）～２９日（木）

※受験申請は郵送です。願書は下
　記にあります。

◆熊谷地区消防本部 予防課
　☎５２２-９９９１

東京国際大学
（川越市）

埼玉工業大学
（深谷市）

第３回

第４回

7/23
（日）

7/30
（日）

全類

乙－４・丙　

試験回　と き　　  会　場　　  種　類　

   平成１８年度自衛官募集

対象　日本国籍を有し、平成１９年４月
　１日現在１８歳以上２７歳未満の男女 
募集種目　防衛大学校学生、防衛
　医科大学校学生、航空学生、看
　護学生、一般曹候補学生、曹候
　補士、２等陸海空士（男子・女子） 
※募集種目により、受付開始日お
　よび年齢制限が異なります。  
※願書・資料の請求・問い合わせ
　は下記へ。
◆自衛隊 埼玉地方連絡部 熊谷募集
　事務所　☎５２２-４８５５

 税務職員（税務大学校生）募集

対象　昭和61年4月2日～平成
　元年4月1日生まれの方
第１次試験日　９月３日（日）
採用日　平成１９年４月１日
申し込み　６月２０日（火）～２７日（火）
  （土・日曜日は除く）
※申込書の請求・問い合わせは下記へ。
◆熊谷税務署（総務課）
　☎５２１-２９０５ 

●熊谷市役所--☎048-524-1111-

《説明会》※必ず出席してください。
とき　7月15日（土）
　19：00～21：00
ところ　熊谷文化創造館さくらめいと
申し込み　６月１５日(木)～７月６
　日（木）に、費用を添えて保健体
　育課または教育委員会大里事務
　所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　☎内線391

 女性バレーボール親善大会
 （県民総合体育大会参加）

対象　市内在住・在勤の女性（学
　生を除く）で構成されたチーム
とき　7月30日（日）　
ところ　市民体育館 ほか
参加費　１チーム５００円
《代表者会議》
とき　7月18日（火） 10：00～
ところ　商工会館 ３の３会議室
申し込み　７月７日（金）までに、
　保健体育課または教育委員会大
　里事務所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　☎内線392

 わんぱく相撲大会（夏場所）

対象　市内小学１～６年生男子

とき　7月16日（日）8：00受付開始

ところ　熊谷運動公園相撲場

定員　先着２００人　

参加費　２００円（保険料等）

申し込み　６月１３日（火）～７月７

　日（金）に費用を添えて保健体育

　課または教育委員会大里事務所

　・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　☎内線391

費用　保険料１,５００円、入場時に
　屋内プール利用券等。なお、講
　習料は無料です。 
◆熊谷運動公園屋内プール事務室 
　☎５３３-９１００

 市民登山 富士山（富士宮口コース）

対象　小学５年生～一般（ただし

　小・中学生は保護者同伴）

とき　7月28日（金）夜～29日（土）

定員　先着４０人

参加費　１１,０００円（交通費・保険料等）

　ただし中学生以下１０,０００円
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 熊谷運動公園屋外プール
   7月15日（土）9時オープン 

利用期間　7月15日（土）～8月31日（木）
利用時間　9：00～18：00
利用料金　一般３００円、高校生
　２００円、小･中学生１００円、幼
　児は無料
※幼児は付き添いが必要。付き添
　い人１人に付き幼児２人まで。
ロッカー利用料　３０円
利用方法　屋外プール入口にて、
　利用券をお買い求めください。
※期間中９：３０～１６：３０には屋
　内プールもご利用できますが、
　屋内プールでは、次のことを守
　ってください。
　・飲食、喫煙はできません。
　・水泳帽子を着けてください。 
　・浮輪は、１人用のドーナツ型の
　　ものとしてください。
　・そのほか、係員の指示に従っ
　　てください。 
◆熊谷運動公園施設管理事務所 
   ☎５３２-２４４１ 
◆熊谷運動公園屋外プール事務所 
 （期間中のみ） ☎５３３-９１０８

 第１回水泳ワンポイントアドバイス

対象　市内在住の中学生以上の方
とき　6月17日（土）～26日（月）
　19：30～20：30
ところ　熊谷運動公園屋内プール
費用　保険料１,５００円と入場時に
　屋内プール利用券等
申込方法　費用とともに開始初日
　の３日前（土・日曜日、祝日除く）
　までに下記へ。 
◆熊谷運動公園屋内プール事務室 
　☎５３３-９１００

 熊谷運動公園屋内プール「アクアピア」
 水中エアロビクス教室開講中

対象　高校生以上
とき　平成19年3月30日までの
　毎週水・木・金曜日開講
申込方法　開講中随時受付

 

屋
内
プ
ー
ル
定
期
利
用
券
発
売
中
　
◆
熊
谷
運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
事
務
室
　
☎
5
3
3
‐
9
1
0
0

  熊谷会場
（太井道場）
  熊谷西会場
（大麻生小）

  熊谷北会場
（奈良小・奈良中）

  妻沼会場
（武道館）

1期：7/3～31（月･水･金曜日）
　　  19：00～20：30　 
1期：7/3～31（月･金曜日）
　　  19：00～20：30　
2期：7/3～31（月･水曜日）
        19：00～20：00　
3期：9/4 ～27 （月･水曜日）　
   　  19：00～20：00　
3期：7/3～8/11（月･金曜日）
        19：00～20：50　
4期：8/21～9/29（月･金曜日）
        19：00～20：50　

  グラウンドゴルフ講習会

対象　市内在住または在勤の方
とき　7月9日（日） 8：30～
　12：00
ところ　熊谷運動公園施設管理事
　務所 会議室
定員　先着５０人
参加費　２００円（当日持参）
申し込み　市グラウンドゴルフ協
　会、または保健体育課へ。
◆市グランドゴルフ協会（藤井）
　☎５２１-３７１３
◆保健体育課　☎内線391

　　　少林寺拳法教室

対象　小学生～一般
定員　先着３０人（各会場、各期）
参加費　小・中学生：１,０００円、
　一般：２,０００円（保険料等）

申し込み　６月７日（水）から参加費
　を添えて、保健体育課または教育
　委員会大里事務所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　☎内線391

 総合型地域スポーツクラブ
「ピースふぁいぶるクラブ」
 防災教室とスポーツ体験会

とき　7月8日（土）①13：00～
　15：00　②15：30～17：00
ところ　①荒川緑地運動広場３Ａ
　②市民体育館
内容　①防災教室＝地震体験車　
　など　②スポーツ体験会＝卓球、
　太極拳 など
参加費　２００円(保険料等)
申し込み　当日、現地で受付。
持参品　体育館シューズ等
◆｢ピースふぁいぶるクラブ｣
 （代表・中村） ☎５２１-１３２５
◆保健体育課　☎内線391

全１５回

全８回

全８回

全７回

全１１回

ところ　　　　と　　　き　　　  回数



※相談時間は、午前中は12時まで、午後は１3時からです。

（注１）6月の行政書士相談は、遺産分割協議書、遺言についてです。
　　　　7月の行政書士相談は、建設業、宅建業、産業廃棄物許可申請等についてです。

●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日は除く）

7/14（金）

6/23（金）・7/28（金）　
6/14（水）・21（水）
7/12（水）・19（水）　

　相　談　名

法　　　　　律

税　　　　　務

行　　　　　政

登　----　　　記

行政書士（注１）

不　　動　　産

住　　　　　宅

消　費　生　活

金融よろず相談
(中小企業向け)

特　設　人　権

生　活　相　談

　 　 問 い 合 わ せ

市民相談室
　☎524-1111　内線460・461
妻沼行政センター総務税務課
　☎588-1321　内線305

市民相談室☎524-1111--内線460・461

妻沼行政センター総務税務課☎588-1321--内線304

大里行政センター総務税務課
　☎0493-39-0311

妻沼行政センター総務税務課
　☎588-1321　内線305

市民相談室
----☎524-1111　内線460・461

　　〃　　------------　内線283-

商業観光課
　　　☎524-1111　内線467-

人権政策課
　　　☎524-1111　内線356-

人権政策課
　　　☎524-1111　内線26-2

　　-場　　　　　所

市民相談室（市役所１階）

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

妻沼勤労福祉会館（２階相談室）

市民相談室（市役所１階）

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

商工会館

大里コミュニティセンター

めぬま農業研修センター

今井集会所（今井1395）

箕輪集会所（箕輪305-1）

　時　　間

13：00～16：00
------（要予約）

13：00～16：00

13：00～15：20

10：00～15：00

10：00～16：00

10：00～15：00

--9：00～12：00

13：00～16：00

--9：30～16：00

13：00～16：00
　---（要予約）

10：00～15：00

13：30～16：30

　--相　談　日

６/15㈭・７/６㈭-

６/８㈭・22㈭

６/８㈭･７/13㈭

７/12㈬

６/14㈬・７/19㈬

６/６㈫・７/４㈫

６/22㈭・７/27㈭

６/12㈪-・７/10㈪

６/５㈪-・７/３㈪

６/20㈫・７/18㈫

６/27㈫-・７/25㈫

毎週月・火・水・金曜日
　（木・祝日を除く）

６/２㈮・７/７㈮

６/１㈭-･７/13㈭-

６/１㈭・７/６㈭

６/１㈭

６/７㈬

６/21㈬

　　相　談　員

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士

行政書士

宅地建物取引主任者

建築士

消費生活相談員

中小企業診断士

人権擁護委員

生活相談員・市職員

北部地域創造センター
　　　　--　　　☎522-6506

　　　〃　--　　☎521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　-　　　-☎524-0999
北部産業労働センター
　　　　-　　　-☎523-2817
さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　--　　　☎524-8805

法　　　--律（県）

県 民 相 談（県）

交通事故相談（県）

消費生活相談（県）

労 働 相 談（県）

常 設 人 権（国）

弁護士

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１～３水曜日（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

〃

〃

第１～４金曜日（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00（要予約）

- 9：00～16：00

〃

-9：30～16：00

10：00～12：00
（要予約）

- 9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局

市民相談室
----☎524-1111　内線460・461

暮らしの
アドバイス
暮らしの
アドバイス

相談相談

子どもの電話相談子どもの電話相談
●教育上の悩み・不安について
　電話教育相談 教育研究所　
　☎５２４-１１１１　内線３８３
●ひとりで悩まないで相談しませんか
　青少年相談総合センター（県）　
　☎０４８-８３０-３０２５
●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめなど
　毎週火・金曜日　9：00～16：00
　北部少年サポートセンター 熊谷相談室
　（埼玉県警）　
　☎５２４-４０１６

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
・子どもあんしんダイヤル　
　☎５２７-２７００（家庭児童相談室直通）
　　　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日
　　　6月23日（金）・7月28日（金）
　　　9：00～16：00（要予約）
・熊谷児童相談所（県）　☎５２１-４１５２
●いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育110番　☎５２５-７８３０（直通）
●不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談（月曜日休）☎５２３-１５７０（直通）

  

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室  ☎599-0015

男女共同参画推進センター 相談のご案内
　配偶者からの暴力（ＤV）を中心に、暴力被害に伴う夫婦
間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要因となる
問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

電話・面接相談

弁護士による相談
（要予約）

臨床心理士による相談
（要予約）

保健師による相談
（要予約）

相　談　名-----　　　　　　-相　談　日-　　　　----------時　　間

  9：00～17：15

13：30～15：00

  9：00～16：00

13：30～15：30

特許活用相談会（県）
特許情報活用
支援アドバイザー ６/14㈬ 13：00～17：00

埼玉県産業技術総合センター
北部研究所（末広2-133）

知的財産総合支援センター埼玉
　　　　　　--☎048-647-4245

６/２㈮・７/７㈮

６/９㈮

６/16㈮

結　婚　相　談　--結婚相談員 13：00～16：00

コミュニティセンター

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

社会福祉協議会　☎521-2735

社会福祉協議会大里支所☎0493-39-0471

社会福祉協議会妻沼支所☎588-2600
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　-

と
　
き

7
月
7
日（
金
）
　

7
月
10
日（
月
）

7
月
14
日（
金
）

健
康
相
談

市
民
公
開
講
座

よ
く
わ
か
る
前
立
腺
が
ん
の
お
話

時
間
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

相
談
員
　
保
健
師

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

女
性
専
門
健
康
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

マ
マ
パ
パ
教
室

と
き
　
７
月
14
日
（
金
）

　
14
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
保
健
師

※
相
談
内
容
が
も
れ
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

20052005（平成平成1717年）.10.  .10.  熊谷市広報熊谷市広報    2

と
き
　
６
月
29
日（
木
）-

９
時
30
分

　
～
12
時
（
予
約
制
）

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
臨
床
心
理
士
・
保
健
師
等

費
用
　
無
料

※
相
談
内
容
が
も
れ
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

助
産
師
の
な
ん
で
も
フ
ァ
ミ

リ
ー
相
談
室
「
ほ
ん
わ
か
」

●問い合わせ
熊谷保健センター-☎526-5737　大里保健センター-☎0493-39-1115　妻沼保健センター-☎588-1516
　　--〒360-0014-箱田1-2-39　　　　　　--〒369-0107-向谷373-1　------〒360-0292-弥藤吾2441-1

母子健康センター-☎525-2722　在宅ケアセンター-　　☎526-1256　健康づくり課-　　☎528-0601
---------〒360-0812-大原1-5-36　----------　　〒360-0812-大原1-5-36　---------〒360-0014-箱田1-2-39
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初
め
て
マ
マ
、
パ
パ
に
な
る
方

の
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
、
保
育
に

つ
い
て
の
準
備
講
座
で
、
１
コ
ー

ス-

３
日
間
で
す
。-

対
象
　
市
民
の
方
で
初
妊
婦
と
夫

※
妊
婦
さ
ん
の
体
調
の
良
い
時
で
あ

　
れ
ば
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き
　
７
月
６
日（
木
）・
13
日（
木
）

　
・
20
日
（
木
）

　
受
付
　
12
時
45
分
～

　
講
義
　
13
時
～
16
時
頃

と
こ
ろ
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
25
組

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

　
用
具

申
し
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

～
家
族
で
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
健
康
～

と
き
　
６
月
18
日
（
日
）

　
14
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
容

・
『
ど
ん
な
病
気
？
』

　
講
師-

五
十
嵐
宏
氏-

（
前
熊
谷
外

　
科
病
院
泌
尿
器
科
部
長
）-

・
『
ど
う
す
れ
ば
判
る
の
？
』

　
講
師-

阿
部-

拓
氏
（
熊
谷
総
合
病

　
院
泌
尿
器
科
部
長
）

・
『
ど
う
や
っ
て
治
す
の
？
』

　
講
師-

加
藤
祐
二
氏
（
行
田
総
合

　
病
院
泌
尿
器
科
部
長
）

司
会
　
角
谷
秀
典
氏
（
す
み
や
医

　
院
院
長
）

参
加
費
　
無
料

◆（
社
）熊
谷
市
医
師
会

　
　
　
　--

☎
５
２
１-

２
７
２
７

対
象
　
妊
娠
中
、
子
育
て
中
の
ご

　
家
族

と
き
　
６
月
18
日
（
日
）

　
10
時
～
11
時
45
分
（
受
付
９
時

　
30
分
よ
り
）

と
こ
ろ
　
大
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
ー-

研
修
室

内
容
　
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ（
オ

　
イ
ル
代
５
０
０
円
、
バ
ス
タ
オ

　
ル
持
参
）

　-

②
助
産
師
を
交
え
た
お
し
ゃ
べ

　
り
タ
イ
ム

　
③
個
別
相
談
（
育
児
相
談
、
思

　
春
期
相
談
、
更
年
期
の
こ
と
な

　
ど
）

参
加
費
　
当
日
１
家
族
１
０
０
円

◆
熊
谷
助
産
師
会
　

　
☎
０
９
０-

３
４
３
７-

８
４
３
４

　
（
月
～
金
曜
日-

９
時
～
17
時
）

介
護
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

対
象
　
介
護
し
て
い
る
方
や
、
介

　
護
に
関
心
の
あ
る
市
民

※
ヘ
ル
パ
ー
有
資
格
者
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い
。

時
間
　
10
時
～
11
時
30
分

※
６
月
９
日
（
金
）
は
９
時
30
分
～

　
12
時

定
員
　
先
着
15
人

費
用
　
調
理
実
習
費
　
５
０
０
円

　
（
２
日
目
）

申
し
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

い--

が--

ら--

し
ひ
ろ
し

あ----

べ-

　-

た
く

か--
と
う
ゆ
う--

じ

す
み--

や-

ひ
で
の
り

　　と　こ　ろ

別府荘（機能訓練室）
シニアプラザ

熊谷保健センター

別府荘（機能訓練室）
シニアプラザ

講　　師

保　健　師
栄　養　士

栄　養　士

看　護　師

理学療法士

歯科衛生士

長寿いきがい課
職　　　員

　　--内　　　　　容

高齢者と介護（講義）
高齢者の食事（講義）

食生活と嚥下障害（調理実習）

身体の清潔（実技）

排泄と床ずれ（実技）

リハビリ（実技）

介護者のための体操（実技）

口腔ケアについて（講義）

介護保険制度（講義）

と　き---

６/８（木）

９（金）

15（木）

16（金）

22（木）

23（金）

29（木）

30（金）

えん　げ

はい-せつ

こう-くう

8
0
2
0
よ
い
歯
の

　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

対
象
　
80
歳
以
上
（
平
成
18
年
10

　
月
１
日
現
在
）
で
、自
分
の
歯
が

　
20
本
以
上
あ
る
健
康
な
方
（
熊

　
谷
市
・
江
南
町
在
住
）

と
き
　
７
月
６
日
（
木
）
　

　
９
時
～
12
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

主
催
　
（
社
）
熊
谷
市
歯
科
医
師
会

申
し
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
と
　
こ
　
ろ

上
　
之
　
荘

市
役
所
１
階
ホ
ー
ル

別
　
府
　
荘
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